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第
１
部　

セ
ミ
ナ
ー

　
　

○
日　
　

時
：
２
０
２
４
年
11
月
16
日
（
土
）　

13
時
30
～
15
時
15
分
（
対
面
・
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
）

　
　

○
会　
　

場
：
ラ
ボ
ー
ル
学
園
（（
公
社
）
京
都
勤
労
者
学
園
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
市
中
京
区
四
条
御
前
西
入
ラ
ボ
ー
ル
京
都
３
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

０
７
５
・
８
０
１
・
５
９
２
５
）

　
　

○
参
加
費
：
無
料

　
　

○
講　
　

師
：
小
林　

さ
ゆ
り 

さ
ん
（
社
会
保
険
労
務
士
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
）

  

　

生
活
困
窮
者
支
援
に
関
す
る
仕
事
に
携
わ
る
中
で
、
社
会
保
障
や
お
金
に
関
す
る

知
識
を
広
め
る
必
要
性
を
感
じ
、
社
会
保
険
労
務
士
と
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

ナ
ー
（
Ｆ
Ｐ
）
の
資
格
を
取
得
。
現
在
は
、
年
金
の
請
求
、
企
業
の
労
務
関
連
事
務
や

相
談
な
ど
を
行
う
ほ
か
、
働
く
時
に
知
っ
て
お
き
た
い
ル
ー
ル
や
社
会
保
険
制
度
に
つ

い
て
伝
え
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ラ
ボ
ー
ル
学
園
の
「
社
会
保
険
・
人
事
労

務
の
実
務
ー
基
礎
か
ら
実
務
ま
で
ー
」で
年
金
給
付
に
関
す
る
講
師
も
担
当
し
て
い
る
。

　
第
２
部　

個
別
相
談
会

　
　

○
日　
　

時
：
２
０
２
４
年
11
月
16
日
（
土
）  

15
時
30
分
～
16
時
30
分

　
　

○
相
談
方
法
：
事
前
予
約
制
で
対
面
の
み
。
各
組
20
分
、
６
組
限
定
。　

　
　

○
会　
　

場
：
ラ
ボ
ー
ル
学
園
（（
公
社
）
京
都
勤
労
者
学
園
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
市
中
京
区
四
条
御
前
西
入
ラ
ボ
ー
ル
京
都
３
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

０
７
５
・
８
０
１
・
５
９
２
５
）

　
　

○
相
談
料
：
無
料

 
申
し
込
み
期
間
　

２
０
２
４
年
10
月
15
日
（
火
）
～
11
月
15
日
（
金
）

  
申
し
込
み
方
法
＆
問
い
合
わ
せ

　
　

○
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
７
５
ー
６
３
２
ー
８
９
６
２

　
　

○
Ｆ
Ａ
Ｘ
： 

０
７
５
ー
６
３
２
ー
８
９
６
３

　
　

○
Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｌ
： attaka-support@

r6.dion.ne.jp

　
　

○
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

 

主　

催

 　

ラ
ボ
ー
ル
学
園
／
認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト

目 次目 次
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２
０
１
６
年
（
平
成
28
年
）
10
月
か
ら
社
会
保
険
の
「
適
用
拡
大
」
が
始
ま
り
、
ア
ル
バ
イ
ト
や
パ
ー
ト

で
社
会
保
険
に
加
入
す
る
人
の
範
囲
が
段
階
的
に
増
え
て
き
ま
し
た
。
今
年
10
月
か
ら
更
に
そ
の
範
囲
が

広
が
り
ま
し
た
。「
扶
養
」「
年
収
の
壁
」
と
い
う
気
に
な
る
言
葉
も
押
さ
え
な
が
ら
、
ど
う
い
う
働
き
方

を
選
択
し
た
ら
良
い
か
を
考
え
る
手
が
か
り
な
る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
後
に
は
、
社
会
保
険
労
務
士
が
個
別
の
疑
問
に
お
答
え
す
る
相
談
会
も
実
施
し
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
＆
個
別
相
談
会

─
─
あ
な
た
の
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す

　
　
　
　

社
会
保
険
と
「
年
収
の
壁
」
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京
都
府
で
は
、
労
働
に
関
す
る
労
使
双
方

か
ら
の
相
談
に
応
じ
る
た
め
、
京
都
テ
ル
サ

（
京
都
市
南
区
）
内
に
「
京
都
府
労
働
相
談

所
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
相
談
所
は
、
労
働
争
議
が
増
加
傾
向

に
あ
っ
た
昭
和
31
年
に
、
労
使
紛
争
の
予
防

と
解
決
、
労
使
関
係
の
安
定
を
目
的
に
「
中

小
企
業
労
働
相
談
所
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト 

し
、
労
働
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
や
お
悩
み
の

相
談
を
受
け
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
30

年
４
月
に
は
、
名
称
を
「
京
都
府
労
働
相
談

所
」
に
改
め
る
と
と
も
に
、
ア
ル
バ
イ
ト
先

で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
悩
む
学
生
の
皆
さ
ん
が
気

軽
に
相
談
で
き
る
よ
う
、
相
談
所
内
に
「
ブ

ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
相
談
窓
口
」
を
併
設
し
て
い

ま
す
。労

働
相
談
の
実
施
状
況

             

　

労
働
相
談
所
で
は
、一
般
相
談
（
月
～
金
、

９
時
～
17
時
）
に
加
え
、
平
日
夜
間
と
土
曜

日
に
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
相
談
を
実
施

し
、
主
に
来
所
と
電
話
で
の
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
社
会
保
険
労
務
士
に

よ
る
相
談
は
（
コ
ン
ペ
や
入
札
の
結
果
で
は

あ
り
ま
す
が
）、
平
成
20
年
度
の
導
入
以
来
、

継
続
し
て
あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト
に
委
託
し
て

お
り
、
相
談
担
当
の
皆
様
に
は
、
専
門
的
か

つ
わ
か
り
や
す
く
丁
寧
な
対
応
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
専
門
的
な
相
談
が
必
要
な
方
の
た

め
に
、
月
１
回
、「
特
別
労
働
相
談
」
を
実

施
し
、
弁
護
士
に
よ
る
法
律
解
釈
、
判
例
紹

介
、訴
訟
手
続
等
の
助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
も
、
平
成
28
年
２
月
か
ら
は
メ
ー
ル

に
よ
る
相
談
を
開
始
し
た
こ
と
で
、
時
間
を

気
に
せ
ず
相
談
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
令
和
２
年
７
月

か
ら
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
相
談
（
予
約
制
）
を
一
般

相
談
に
取
り
入
れ
る
な
ど
、
多
様
な
相
談

体
制
に
よ
り
労
使
の
お
悩
み
に
対
応
し
て
い

ま
す
。

労
働
相
談
件
数
と
最
近
の
動
向

　

令
和
５
年
度
の
相
談
件
数
は
、
４
，０
４
５

件
で
、
前
年
度
よ
り
90
件
増
加
し
ま
し
た
。

グ
ラ
フ
の
と
お
り
、
令
和
３
年
度
以
降
、
継

続
し
て
正
規
労
働
者
か
ら
の
相
談
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

関
す
る
相
談
は
、
79
件
と
な
り
、
令
和
５

年
５
月
８
日
か
ら
感
染
症
法
上
の
位
置
付
け

が
５
類
感
染
症
に
移
行
し
た
こ
と
も
あ
り
、

相
談
件
数
が
最
多
と
な
っ
た
令
和
２
年
度

（
１
，７
８
４
件
）
と
比
較
し
て
大
幅
に
減
少

し
ま
し
た
。
令
和
２
年
度
か
ら
４
年
度
に
か

け
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
急
激
な
雇
用
環
境
の

変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
５
月
の
大
型
連
休

や
年
末
年
始
に
も
緊
急
開
所
し
、
切
れ
目
の

な
い
相
談
体
制
を
整
え
ま
し
た
。
対
応
に
つ

い
て
、
あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト
に
御
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
を
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。 

労
働
相
談
の
内
容

　

令
和
５
年
度
の
相
談
内
容
に
つ
い
て
、
上

位
５
項
目
は
表
の
と
お
り
で
す
が
、
正
規
雇

用
労
働
者
・
非
正
規
雇
用
労
働
者
と
も
に
、

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
含
む
「
職
場
の
人

間
関
係
に
関
す
る
こ
と
」
が
最
も
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、「
こ
の
言
動
は

パ
ワ
ハ
ラ
に
該
当
す
る
か
」
か
ら
「
上
司
か

ら
の
パ
ワ
ハ
ラ
で
精
神
的
に
苦
し
く
、
休
職

（
退
職
）
し
た
い
」
ま
で
、
幅
広
い
相
談
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

京
都
府
労
働
相
談
所
の
相
談
の
特
徴

 

　

労
働
相
談
所
に
は
、
労
働
局
と
異
な
り
使

用
者
へ
の
「
助
言
・
指
導
」
等
の
機
能
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
相
談
さ
れ
る
一
人
ひ
と
り
の

お
話
を
じ
っ
く
り
と
お
聞
き
し
、
労
働
関
係

法
の
説
明
に
と
ど
ま
ら
ず
、
問
題
解
決
に
向

け
て
と
も
に
考
え
、
必
要
に
応
じ
て
専
門
機

関
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
問
題
が
解
決
す
る
ま
で
、
何
度
で

も
継
続
的
に
相
談
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

京
都
府
労
働
相
談
所
で
は
、こ
れ
か
ら
も
、

一
人
ひ
と
り
の
働
く
上
で
の
悩
み
や
ト
ラ
ブ

ル
の
解
決
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

京
都
府
労
働
相
談
所
の
御
紹
介

（
京
都
府
　
商
工
労
働
観
光
部
　
労
働
政
策
室
）　
林 

　
菜 

月
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京都府労働相談所  （京都市南区東九条下殿田町70番地　京都テルサ西館３階）

・電話・来所・WEB・メールによる相談を受け付けています。
・労働者・使用者双方からの相談に応じます。

　フリーダイヤル（京都府内限定）
な や む　　 ろ ー  し（労使）

０１２０－７８６－６０４
フリーダイヤルがつながらない場合は 075-661-3253 へお電話を

 　
【相談時間】 月～金　９時～13時／14時から21時
　　　　　　　　土　９時～13時／14時から17時

※夜間の来所相談は予約制。相談時間内に電話でご予約ください。
相談はすべて無料です。 - 3 - 

 
 
雇用形態別相談内容別件数 

 
正規雇用労働者からの相談（上位５項目） 

順位 相談内容 件数 相談内容 件数

職場の人間関係に関すること 職場の人間関係に関すること

退職、退職金 勤労者福祉に関すること

賃金 賃金

労働時間、休日・休暇 労働時間、休日・休暇

勤労者福祉に関すること 退職、退職金

令和５年度 令和４年度

 
 
非正規雇用労働者からの相談（上位５項目） 

順位 相談内容 件数 相談内容 件数

職場の人間関係に関すること 職場の人間関係に関すること

勤労者福祉に関すること 勤労者福祉に関すること

労働契約 労働契約

労働時間、休日・休暇 賃金

賃金 労働時間、休日・休暇

令和５年度 令和４年度

 

（件

）

相談件数の推移

雇用形態別・相談内容別件数

正規雇用労働者からの相談（上位５項目）
令和５年度 令和４年度

順位 相談内容 件数 相談内容 件数
１ 職場の人間関係に関すること 558 職場の人間関係に関すること 476
２ 退職､ 退職金 353 勤労者福祉に関すること 345
３ 賃金 308 賃金 307
４ 労働時間､ 休日 ･ 休暇 301 労働時間､ 休日 ･ 休暇 272
５ 勤労者福祉に関すること 284 退職､ 退職金 258

非正規雇用労働者からの相談（上位５項目）
令和５年度 令和４年度

順位 相談内容 件数 相談内容 件数
１ 職場の人間関係に関すること 406 職場の人間関係に関すること 384
２ 勤労者福祉に関すること 310 勤労者福祉に関すること 328
３ 労働契約 255 労働契約 306
４ 労働時間､ 休日 ･ 休暇 250 賃金 266
５ 賃金 229 労働時間､ 休日 ･ 休暇 229

うち非正規雇用労働者

うち正規雇用労働者

その他
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当
法
人
は
、
京
都
府
か
ら
「
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
労
働
相
談
業
務
」
を
受
託
し
、
月
曜
日

か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午
後
５
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
と
土
曜
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
を

16
人
の
社
会
保
険
労
務
士
が
交
代
で
担
当
し
て
い
ま
す
。（
い
ず
れ
も
祝
日
と
年
末
・
年
始
を
除
く
。）

　

労
働
相
談
の
必
要
性
と
難
し
さ
、
ま
た
電
話
で
の
相
談
者
に
ど
う
い
う
心
構
え
で
接
し
て
い
る
の
か
な
ど

を
、
今
回
は
本
宮
社
会
保
険
労
務
士
と
柴
田
社
会
保
険
労
務
士
の
お
二
人
に
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

労
働
相
談
を
担
当
し
て

労
働
相
談
業
務
に
従
事
し
て

　
ー
16
年
を
経
て
思
う
こ
と�

社
会
保
険
労
務
士
　
本 

宮
　
昭 

久

　

京
都
府
労
働
相
談
所
に
お
い
て
社
労
士
と

し
て
相
談
業
務
に
従
事
し
て
16
年
を
数
え

る
。
こ
れ
ま
で
に
受
け
た
相
談
件
数
は
数
千

件
を
超
え
る
。

　

長
い
労
働
相
談
を
通
し
て
実
感
す
る
こ
と

は
「
使
用
者
と
労
働
者
と
の
間
の
力
関
係
に

は
、相
当
の
差
が
あ
る
」と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

か
つ
て
は
不
安
定
な
非
正
規
雇
用
の
こ
と

が
強
調
さ
れ
て
き
た
が
、
も
ち
ろ
ん
こ
の
問

題
は
依
然
と
し
て
あ
る
も
の
の
一
方
で
は
、

当
相
談
所
の
統
計
を
見
て
も
正
規
労
働
者
か

ら
の
相
談
件
数
が
、
非
正
規
よ
り
も
上
回
っ

て
き
て
い
る
状
況
が
あ
る
。
前
述
の
「
労
使

の
基
本
構
図
」
は
、
正
規
、
非
正
規
を
問
わ

ず
雇
用
問
題
全
体
に
広
が
り
を
見
せ
、
よ
り

固
定
化
し
、
よ
り
深
刻
化
し
て
き
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
前
に
し
て
労
働
者
が

一
人
で
立
ち
上
が
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で

は
な
い
。

　

サ
ー
ビ
ス
残
業
の
法
律
違
反
を
訴
え
る

相
談
者
の
声
が
今
も
記
憶
に
残
る
。
そ
れ

は
「
私
は
生
活
が
か
か
っ
て
い
て
今
こ
の
職

場
を
や
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
以

上
使
用
者
と
の
間
に
軋
轢
を
起
こ
し
た
く
な

い
の
で
、
今
は
監
督
署
に
申
告
は
や
め
て
お

き
ま
す
。
申
告
す
る
と
き
は
、
私
が
こ
の
職

場
を
退
職
し
て
か
ら
に
し
ま
す
。」
と
。
こ

の
よ
う
な
相
談
者
の
声
は
決
し
て
少
な
く
な

い
。ま
さ
に
自
ら
の
退
職
と
引
き
か
え
て
の
、

退
職
を
覚
悟
し
て
の
行
動
と
な
る
。
在
職
を

前
提
に
し
て
在
職
中
に
行
動
を
お
こ
す
こ
と

は
、
そ
の
後
の
職
場
関
係
も
あ
っ
て
、
ハ
ー

ド
ル
は
高
い
。
法
律
違
反
に
対
す
る
申
告
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
で
あ
る
。

　

相
談
窓
口
に
た
ど
り
つ
い
て
、
問
題
の
所

在
や
こ
れ
か
ら
の
進
め
方
を
聞
い
た
と
し
て

も
、
そ
れ
を
実
際
に
「
具
体
的
な
行
動
」
へ

移
す
こ
と
は
、
労
働
者
に
は
相
当
の
覚
悟
と

決
意
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
要
す
る
の
で
あ
る
。

　

労
働
者
は
直
面
し
て
い
る
問
題
を
前
に
し

て
耐
え
て
「
泣
き
寝
入
り
」
を
す
る
か
、「
退

職
し
て
何
も
言
わ
ず
に
そ
の
場
を
立
ち
去

る
」
か
。
い
ず
れ
の
選
択
を
し
て
も
そ
の
結

末
に
あ
る
の
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
使
用
者
側

の
「
や
り
得
」
や
「
や
っ
た
も
の
勝
ち
」
と

い
う
状
況
を
生
み
出
し
て
い
く
。
法
律
違
反

は
そ
の
ま
ま
継
続
さ
れ
使
用
者
に
は
「
こ
の

ま
ま
で
す
む
」
と
い
う
状
況
を
許
し
て
し
ま

う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
影
響
を
も
ろ
に
受
け

る
の
は
労
働
者
で
あ
る
。

　

労
働
者
は
、
行
政
を
は
じ
め
組
合
や
関
係

先
の
力
を
得
な
が
ら
も
、
法
律
違
反
の
是
正

や
解
決
に
む
け
て
の
具
体
的
な
行
動
に
立
ち

上
が
っ
て
こ
そ
、
自
ら
の
正
し
さ
の
実
現
が

図
ら
れ
る
。
解
雇
の
理
由
の
不
当
性
で
あ
っ

て
も
、
自
ら
の
正
し
さ
が
確
定
す
る
の
は
た

た
か
っ
て
こ
そ
で
あ
る
。

　

相
談
で
、
今
一
番
多
い
の
は
人
間
関
係
、

い
じ
め
、
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
の
問
題
で
あ
る
。

　

パ
ワ
ハ
ラ
問
題
に
は
限
ら
な
い
こ
と
で
は

あ
る
が
訴
え
て
い
る
人
の
一
方
の
側
か
ら
の

言
い
分
を
前
提
に
し
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
常

態
で
あ
る
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題
は
、
加
害

者
と
被
害
者
の
間
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

そ
れ
を
容
認
し
て
い
た
企
業
側
に
も
安
全
配

慮
義
務
違
反
を
問
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
の

で
、
関
係
者
に
十
分
な
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
な

け
れ
ば
そ
の
実
相
は
見
え
て
こ
な
い
。
そ
の

力
が
な
い
窓
口
で
の
対
応
は
む
ず
か
し
い
。

　

相
談
窓
口
で
の
テ
ー
マ
は
幅
広
い
。
相
談

者
本
人
が
「
何
を
求
め
て
い
る
の
か
、
ど
う

し
て
ほ
し
い
の
か
」
を
自
分
自
身
で
も
よ
く

わ
か
っ
て
い
な
い
人
も
い
る
。
こ
ん
が
ら

が
っ
た
糸
を
解
き
ほ
ぐ
す
と
こ
ろ
か
ら
始
ま

る
。
法
律
の
解
釈
や
解
決
手
段
を
超
え
て
時

と
し
て
、
相
談
員
の
人
生
観
が
問
わ
れ
る
こ

と
も
あ
る
。
人
生
の
岐
路
に
立
っ
た
相
談
者

か
ら
は
「
あ
な
た
な
ら
ど
の
道
を
選
択
し
ま

す
か
」
と
。

　

メ
ン
タ
ル
不
全
と
思
わ
れ
る
人
に
は
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
も
あ
る
。

心
に
抱
い
て
い
る
悩
み
を
吐
き
出
す
だ
け
で

も
、
ま
る
で
問
題
が
解
決
し
た
か
の
よ
う
な

ほ
っ
こ
り
と
し
た
気
持
ち
の
変
化
を
見
せ
る
。

相
談
と
い
う
よ
り
は
傾
聴
に
徹
す
る
こ
と
が

中
心
に
な
る
。
相
談
時
間
は
お
の
ず
と
長
く

な
り
1
時
間
ぐ
ら
い
は
す
ぐ
に
経
過
す
る
。

　

一
見
同
じ
よ
う
な
事
例
に
見
え
て
も
、
そ

の
相
談
者
の
お
か
れ
て
い
る
職
場
の
状
況
、

相
談
者
の
考
え
や
問
題
の
受
け
止
め
方
、
問

題
の
着
地
点
、
そ
の
他
色
々
な
こ
と
が
微
妙

に
違
う
。
そ
れ
ら
の
課
題
を
整
理
し
て
問
題

の
焦
点
や
求
め
て
い
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
、

共
に
今
後
の
対
応
を
考
え
て
い
く
こ
と
に
な

る
が
、
こ
の
一
連
の
作
業
は
容
易
で
は
な
い
。

相
談
者
の
問
い
に
ピ
ン
ト
が
ズ
レ
て
い
な
い

か
、
い
つ
も
緊
張
を
強
い
ら
れ
る
。

　

対
面
相
談
は
特
に
留
意
し
て
い
る
こ
と
が

あ
る
。
相
談
員
の
態
度
や
取
り
組
む
姿
勢
な

ど
視
覚
か
ら
入
る
ナ
マ
の
情
報
は
相
談
者
の

信
頼
感
、
納
得
感
に
影
響
を
与
え
る
要
素
を

持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

相
談
者
に
寄
り
添
っ
た
適
切
な
ア
ド
バ
イ

ス
が
で
き
た
か
ど
う
か
、
い
ま
も
勉
強
と
振

り
返
り
と
反
省
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
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京
都
府
労
働
相
談
所
で
、
金
曜
日
の
17
時

か
ら
21
時
ま
で
の
４
時
間
、
労
働
相
談
業
務

に
従
事
し
て
い
る
柴
田
と
申
し
ま
す
。
約
10

年
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
労
働
局

の
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
も
、
ほ
ぼ
同
じ

期
間
相
談
業
務
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
労
働

ト
ラ
ブ
ル
は
、
生
活
や
メ
ン
タ
ル
に
影
響
を
及

ぼ
す
可
能
性
が
高
く
早
期
の
解
決
が
望
ま
れ

ま
す
。
労
働
相
談
は
、
そ
の
一
助
と
な
る
も
の

で
あ
り
、
日
々
、
悪
戦
苦
闘
し
て
お
り
ま
す
。

 

京
都
府
労
働
相
談
所
の

労
働
相
談
の
特
徴

　

相
談
内
容
に
関
し
て
は
、
勤
労
福
祉
、
特

に
社
会
保
険
に
関
し
て
具
体
的
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
と
思
わ

れ
ま
す
。
社
会
保
険
労
務
士
の
労
働
相
談

と
い
う
特
質
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。
又
、
労
働
組
合
及
び
労
使
関
係
に

関
す
る
相
談
が
少
数
で
は
あ
り
ま
す
が
散

見
さ
れ
ま
す
。

　

紛
争
解
決
手
段
の
提
供
と
い
う
観
点
か
ら

は
、
労
働
局
の
相
談
と
異
な
り
、
個
別
労
働

紛
争
に
関
し
て
「
助
言
・
指
導
」
と
い
う
解

決
手
段
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
月
１
回
の
無
料

弁
護
士
相
談
や
、
京
都
府
労
働
委
員
会
の

あ
っ
せ
ん
制
度
の
利
用
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

労
働
相
談
の
流
れ

　

労
働
相
談
は
、
相
談
者
の
話
を
整
理
し
た

上
で
、
法
的
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
解
決
策

の
提
示
を
す
る
と
い
う
流
れ
が
基
本
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
相
談
者
の
話
に
は
①
事
実

②
感
情
③
願
望
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
傾

聴
の
技
法
、
特
に
事
柄
や
感
情
へ
の
応
答
・

要
約
を
適
切
に
行
う
と
共
に
、
相
談
者
が
何

を
求
め
て
い
る
の
か
を
正
確
に
把
握
す
る
・

わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
法
的
問
題
点
を
指
摘

し
、
複
数
の
解
決
策
を
提
示
し
た
上
で
、
具

体
的
解
決
可
能
性
の
あ
る
行
政
機
関
等
を
紹

介
す
る
と
い
う
対
応
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

相
談
者
に
は
、
①
問
題
点
や
解
決
方
法
が

わ
か
っ
た
ら
解
決
に
向
け
て
行
動
で
き
る
人

②
話
を
聴
い
て
も
ら
う
だ
け
で
満
足
す
る
人

③
解
決
方
法
が
わ
か
っ
て
も
踏
み
出
せ
な
い

人
が
い
ま
す
。
相
談
者
の
自
主
的
な
選
択
が

尊
重
さ
れ
る
べ
き
な
の
は
言
う
ま
で
も
有
り

ま
せ
ん
が
、
③
の
場
合
、
丁
寧
に
状
況
を
確

認
し
、
誰
を
相
手
と
し
て
ど
の
よ
う
に
交
渉

す
る
か
等
に
つ
い
て
共
に
考
え
る
こ
と
で
一

歩
を
踏
み
出
し
た
人
も
い
ま
す
。

気
に
な
る
こ
と

　

ま
ず
、
リ
ピ
ー
タ
ー
へ
の
相
談
対
応
に
悩

む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
生
活
に
不
安
を
抱
え

転
職
を
考
え
る
人
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
問
題
が
あ
り
、
転
職
を
繰
り
返
す
人
・
失

敗
と
も
思
え
な
い
些
細
な
こ
と
を
問
題
視
し

て
不
安
に
な
る
人
等
複
数
の
リ
ピ
ー
タ
ー
が

お
ら
れ
ま
す
が
、
典
型
的
な
労
働
相
談
か
ら

は
逸
脱
し
た
対
応
を
し
て
お
り
ま
す
。
法
的

問
題
点
を
指
摘
す
る
と
い
う
よ
り
世
間
話
を

し
て
い
る
よ
う
な
感
覚
で
す
。
人
と
の
繋
が

り
を
求
め
て
い
る
の
を
感
じ
る
の
で
、
相
手

が
持
ち
出
す
話
題
に
そ
の
都
度
応
じ
て
お
り

ま
す
が
、
根
本
的
解
決
に
は
至
ら
ず
悩
ま
し

い
で
す
。

　

次
に
、
パ
ワ
ハ
ラ
相
談
の
多
さ
が
気
に
な

り
ま
す
。こ
れ
は
、総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

で
も
同
じ
で
す
。

　

パ
ワ
ハ
ラ
や
い
じ
め
を
受
け
る
と
メ
ン
タ

ル
不
調
に
な
る
人
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
の

で
、
慎
重
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
相
談
者
の
話
を
じ
っ
く
り
聴
く
こ
と

も
重
要
で
す
が
、
労
働
施
策
総
合
推
進
法
に

基
づ
く
解
決
方
法
を
示
す
こ
と
も
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
具
体
的
に
は
、
①
労
働
局
の
紛
争
解

決
援
助
制
度
（
助
言
・
指
導
・
調
停
）
②
事

業
主
の
措
置
義
務
違
反
に
対
す
る
行
政
指
導

が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
メ
ン
タ
ル
に
問
題

が
あ
り
そ
う
な
場
合
、
特
に
身
体
症
状
（
自

律
神
経
症
状
）
が
出
て
い
る
場
合
は
、
心
療

内
科
の
受
診
を
勧
め
る
と
共
に
傷
病
手
当
金

の
説
明
も
セ
ッ
ト
で
行
っ
て
い
ま
す
。（
労

災
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
が
ハ
ー
ド
ル
が 

高
い
）

ま
　
と
　
め

　

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
労
働
相
談
に

当
た
っ
て
は
、
相
談
者
の
話
を
じ
っ
く
り

聴
き
、
何
を
求
め
て
い
る
か
確
認
し
た
上

で
、
必
要
な
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
但
し
、
そ
の
場
で
回
答

す
る
の
が
困
難
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
か
か

る
場
合
は
、
即
答
せ
ず
必
要
事
項
を
調
べ
て

か
ら
お
答
え
す
る
の
が
正
解
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
又
、
労
使
間
の
話
し
合
い
が
不
調
に

終
わ
っ
た
場
合
、
費
用
を
要
す
る
解
決
方
法

を
選
択
す
る
労
働
者
は
多
く
な
い
の
で
、
無

料
で
迅
速
な
解
決
に
適
し
て
い
る
行
政
Ａ
Ｄ

Ｒ
の
利
用
を
勧
め
、
権
利
義
務
関
係
を
踏
ま

え
た
適
正
な
水
準
で
の
解
決
を
望
む
相
談
者

に
は
、
判
定
的
機
能
も
有
す
る
労
働
審
判
の

利
用
を
勧
め
る
の
が
合
理
的
だ
と
思
わ
れ
ま

す
。（
弁
護
士
相
談
も
勧
め
る
）

　

な
お
、
労
働
相
談
員
は
感
情
労
働
者
で
あ

り
、
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
を
避
け
る
に
は
セ
ル
フ

ケ
ア
が
不
可
欠
で
す
。
体
を
動
か
す
こ
と
が

好
き
な
の
で
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
・
散
歩
・
ス

ト
レ
ッ
チ
を
し
た
り
、
映
画
・
ド
ラ
マ
・
小

説
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
が
、
お
勧
め

は
編
み
物
で
す
。
頭
が
空
っ
ぽ
に
な
り
成
果

が
見
え
る
の
で
面
白
い
で
す
。

　

人
間
に
対
す
る
興
味
を
失
わ
な
い
限
り
、

労
働
相
談
を
続
け
る
つ
も
り
で
す
。

　
労
働
相
談
を
担
当
し
て社

会
保
険
労
務
士
　
柴 

田
　
美
知
子
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そ
れ
は
た
き
火
に
残
る
熾
き
の
よ
う
な

も
の
だ
っ
た
。

　

ど
う
し
よ
う
も
な
く
暑
い
日
が
続
く
な

か
、
3
週
間
か
か
っ
て
『
赤
と
黒
』
を
読
ん

だ
。
野
崎
歓
訳
の
古
典
新
訳
文
庫
。
15
年

ぶ
り
だ
っ
た
。

　

ど
う
し
て
ま
た
読
む
気
に
な
っ
た
の
か
。

体
は
と
も
か
く
心
ま
で
老
い
て
し
ま
っ
て

は
い
け
な
い
、
世
間
知
ら
ず
だ
っ
た
け
れ
ど

も
若
い
頃
の
情
熱
を
少
し
で
も
取
り
戻
し

た
い
。
そ
れ
に
は
主
人
公
ジ
ュ
リ
ア
ン
・
ソ

レ
ル
と
と
も
に
い
る
の
が
ぴ
っ
た
り
だ
。
久

し
ぶ
り
に
ソ
レ
リ
ア
ン
に
な
っ
て
み
る
か
、

と
い
う
わ
け
で
…
…
。

　
　
　
　
　

△

　

舞
台
は
１
８
３
０
年
の
フ
ラ
ン
ス
7
月

革
命
前
夜
。
大
革
命
か
ら
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
時

代
に
か
け
て
追
放
さ
れ
て
い
た
ブ
ル
ボ
ン
家

の
王
政
復
古
が
終
幕
を
迎
え
つ
つ
あ
っ
た
。

　

ジ
ュ
リ
ア
ン
・
ソ
レ
ル
は
小
さ
い
な
が

ら
も
美
し
い
町
ヴ
ェ
リ
エ
ー
ル
の
製
材
屋

連
載

当
世
シ
ニ
ア
気
質

Ｍ
と
い
つ
ま
で
も　
（
19
）

　

ジ
ュ
リ
ア
ン
は
幸
福
に
死
ん
だ
よ

　
　
　

─
─　

ス
タ
ン
ダ
ー
ル
『
赤
と
黒
』

�

柏　

倉　
　

裕

の
末
息
子
。
内
気
で
優
し
く
、
親
と
兄
の
暴

力
に
怯
え
な
が
ら
屋
根
裏
で
い
つ
も
本
ば
か

り
読
ん
で
い
る
。
何
者
で
も
な
い
、
し
か
し

何
者
か
に
な
ろ
う
と
あ
が
い
て
い
る
田
舎
少

年
ジ
ュ
リ
ア
ン
に
は
卓
越
し
た
記
憶
力
と
美

貌
が
あ
っ
た
。
ラ
テ
ン
語
の
聖
書
を
、
や
が

て
全
文
覚
え
て
し
ま
う
ほ
ど
の
…
…
。

　

こ
の
二
つ
を
武
器
に
、
ジ
ュ
リ
ア
ン
は 

「
出
世
」
の
道
を
ひ
た
走
る
。
美
し
く
、
壮

絶
な
物
語
の
始
ま
り
。

　
　
　
　
　
　

△

　

ラ
テ
ン
語
が
出
来
る
の
を
買
わ
れ
て
、
町

長
レ
ナ
ー
ル
家
の
家
庭
教
師
に
雇
わ
れ
る
。

そ
の
最
初
の
日
、
入
り
口
の
門
で
ど
う
し
て

い
い
か
分
か
ら
ず
泣
き
べ
そ
を
搔
い
て
い
る

ジ
ュ
リ
ア
ン
に
、レ
ナ
ー
ル
夫
人
が
尋
ね
る
。

　
「
ご
用
は
な
ん
で
す
か
、
坊
や
」

　

こ
れ
が
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
。

　
「�

レ
ナ
ー
ル
夫
人
の
優
し
さ
に
あ
ふ
れ
る

ま
な
ざ
し
に
打
た
れ
て
、
ジ
ュ
リ
ア
ン

は
自
分
が
何
の
用
事
で
来
た
の
か
ま
で
、

何
も
か
も
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
…
… 

レ
ナ
ー
ル
夫
人
は
こ
の
若
い
農
民
の
、

大
粒
の
涙
の
光
る
頬
が
、
最
初
は
蒼
白

だ
っ
た
の
が
、
い
ま
で
は
す
っ
か
り
バ

ラ
色
に
染
ま
っ
て
い
る
の
を
見
た
」

　

身
分
、
年
齢
、
階
級
を
超
え
て
、
二
人
は

恋
に
落
ち
る
。
ジ
ュ
リ
ア
ン
の
野
心
が
ま
た

一
つ
膨
ら
ん
で
い
く
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

△

　

こ
こ
か
ら
断
頭
台
で
ジ
ュ
リ
ア
ン
の
首
が

斬
り
落
と
さ
れ
る
ラ
ス
ト
ま
で
、
と
き
に
緩

慢
に
、
と
き
に
急
流
の
よ
う
に
物
語
は
進

む
。
そ
の
中
心
に
あ
る
の
は
ジ
ュ
リ
ア
ン
の

野
心
、
出
世
欲
、
自
尊
心
だ
。

　

ジ
ュ
リ
ア
ン
の
懐
に
は
、
い
つ
も
ナ
ポ
レ

オ
ン
の
『
セ
ン
ト
・
ヘ
レ
ナ
日
記
』
が
あ
っ

た
。
そ
こ
に
は
大
革
命
の
原
理
の
正
し
さ
を

訴
え
、
革
命
は
決
し
て
や
む
こ
と
が
な
い
と

説
き
、
志
半
ば
で
殉
教
者
と
し
て
死
ん
で
い

く
悲
劇
の
主
人
公
の
姿
が
あ
っ
た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
物
語
の
フ
ィ
ナ
ー

レ
の
凄
さ
は
ど
う
だ
ろ
う
。

　
「�

斬
り
落
と
さ
れ
る
間
際
ほ
ど
、
こ
の
頭

が
詩
的
だ
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
…
…

い
っ
さ
い
は
単
純
に
、
決
め
ら
れ
た
と

お
り
進
行
し
、
ジ
ュ
リ
ア
ン
の
態
度
に

も
気
取
り
は
少
し
も
な
か
っ
た
」

　

ジ
ュ
リ
ア
ン
の
も
う
一
人
の
恋
人
、
侯
爵

令
嬢
の
マ
チ
ル
ド
は
彼
の
生
首
を
膝
に
の

せ
、
そ
の
額
に
キ
ス
を
し
た
。
レ
ナ
ー
ル
夫

人
は
ジ
ュ
リ
ア
ン
が
死
ん
で
3
日
後
、
わ
が

子
た
ち
を
抱
き
し
め
な
が
ら
息
絶
え
た
。

　
　
　
　
　
　

△

　

お
よ
そ
２
０
０
年
前
に
書
か
れ
た
『
赤
と

黒
』。
こ
れ
を
8
回
読
ん
だ
と
い
う
織
田
作

之
助
は
次
の
よ
う
に
書
い
た
。

　
「�

ス
タ
ン
ダ
ー
ル
は
突
っ
放
す
の
だ
…
…

君
は
君
自
身
だ
け
を
頼
っ
て
や
り
給
え
、

何
が
怖
い
の
だ
と
、
突
っ
放
す
の
だ
。

失
敗
し
て
も
知
ら
ん
よ
、泣
き
た
け
り
ゃ

自
分
で
泣
く
さ
、
し
か
し
自
分
で
自
分

の
力
に
頼
っ
て
や
る
の
だ
、
幸
福
じ
ゃ

な
い
か
、
ジ
ュ
リ
ア
ン
は
幸
福
に
死
ん

だ
よ
─
─
と
低
い
声
で
呟
く
だ
け
だ
」

�

（『
可
能
性
の
文
学
へ
の
道
』
本
の
泉
社
）

　

Ｍ
へ
。
君
に
も
オ
レ
に
も
、
心
の
ど
こ
か

に
ジ
ュ
リ
ア
ン
が
い
る
。
ジ
ュ
リ
ア
ン
の
よ

う
な
美
貌
も
記
憶
力
も
な
い
け
れ
ど
、
彼
の
情

熱
の
ひ
と
か
け
ら
ほ
ど
は
失
わ
ず
に
い
よ
う
。スタンダール
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残
暑
と
は
、
立
秋
を
す
ぎ
て
か
ら
秋
分

ま
で
の
暑
さ
を
し
の
ぐ
頃
、
ま
た
白
露
と

い
う
涼
や
か
な
節
気
の
言
葉
も
あ
り
な
が

ら
Ｉ
と
、
だ
れ
に
八
つ
当
た
り
も
で
き
な

い
猛
暑
は
あ
き
れ
る
ほ
ど
。

　

こ
の
『
歳
時
記
』
に
も
筆
が
進
ま
ず
Ｉ

秋
は　

さ
て
？

　

未
だ
屋
外
へ
は
覚
悟
を
決
め
て
、
焼
け

つ
く
路
上
に
日
傘
の
濃
い
影
を
落
と
す

日
々
。

　

サ
ル
ビ
ア
や

　
　

砂
に
し
た
た
る　

午
後
の
影

津
川
絵
理
子
『
は
じ
ま
り
の
樹
』

　

あ
ざ
と
い
ほ
ど
の
赤
い
花
の
群
生
が
、

少
し
う
と
ま
し
く
も
あ
る
日
盛
り
。
影
を

拾
っ
て
歩
き
な
が
ら
も
、
ふ
っ
と
見
上
げ

る
と
湧
き
立
つ
白
い
雲
。
仰
げ
ば
残
暑
に

倦
ん
だ
身
に
も
何
か
し
ら
秋
の
気
配
を
運

ん
で
ほ
し
い
も
の
。

　

だ
が
、
こ
の
圧
倒
的
な
温
暖
化
の
生
命

力
に
、
今
年
は
空
も
大
地
も
不
穏
な
破
壊

の
続
く
予
感
。

　

吹
く
か
ら
に

　
　

秋
の
草
木
の　

し
を
る
れ
ば

　
　
　

む
べ
山
風
を　

嵐
と
い
う
ら
む

『
百
人
一
首
』

　
　

風
が
吹
く
と
す
ぐ
に
秋
の
草
木
は
し
お

れ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
山
か
ら
の
風
を
「
山
」

に
「
風
」
と
書
い
て
「
嵐
」
と
い
う
の
か
…

こ
れ
は
わ
が
庭
の
水
や
り
の
足
り
な
い
夏
の

自
戒
と
も
。

　

秋
の
菊

　
　

に
ほ
ふ
か
ぎ
り
は　

か
ざ
し
て
む

　
　
　

花
よ
り
先
と　

し
ら
ぬ
わ
が
身
を

　
　
　
　
　
　

紀
貫
之　
『
古
今
集
』

　

こ
の
秋
菊
が
咲
い
て
い
る
限
り
、
小
手
に

か
ざ
し
て
身
を
飾
っ
て
み
よ
う
か
、
花
よ
り

先
に
こ
の
世
か
ら
消
え
る
か
も
し
れ
な
い
我

が
命
ゆ
え
に
。
暗
澹
と
し
た
地
球
の
行
く
末
、

い
つ
か
暮
ら
し
の
終
焉
も
在
り
う
る
と
、
と

―
残
暑
な
ら
ず
も
―

ま
ど
い
な
が
ら
防
災
の
品
を
揃
え
て
み
る

も
こ
の
時
代
の
必
須
か
。

　

な
る
ほ
ど
、
秋
の
歌
は
古
今
を
問
わ
ず

い
つ
の
時
代
も
多
い
。
朝
夕
の
涼
風
に
背

を
伸
ば
し
、
染
ま
り
始
め
た
木
々
に
目
を

う
ば
わ
れ
る
。
高
く
澄
ん
だ
空
に
、
虫
の

音
に
、
月
の
光
に
、
ひ
と
は
お
の
れ
を
映

し
て
歌
を
詠
む
。

　

夕
さ
れ
ば

　
　

門
田
の
稲
葉　

お
と
づ
れ
て

　
　
　

葦
の
ま
ろ
や
に　

秋
風
ぞ
吹
く

源
経
信　
『
百
人
一
首
』

　

も
み
ぢ
照
り　

あ
か
る
き
中
に

　
　

我
が
心　

空
し
く
な
り
て

　
　
　

し
ま
し
居
り
け
り

　
　
　
　
　

斎
藤
茂
吉　
『
赤
光
』

　

紅
葉
が
照
り
映
え
る
な
か
に
い
て
も
、

な
お
足
り
ぬ
も
の
が
あ
る
。

　

し
ば
し
、
そ
の
思
い
を
抱
い
て
立
つ
こ

と
を
歌
に
す
る
自
省
の
ま
な
ざ
し
。
風
の

音
に
も
生
を
託
し
、
あ
が
な
う
筆
の
し
な

や
か
さ
が
胸
を
打
つ
。

　

こ
れ
は
都
会
の
秋
。
季
節
の
う
つ
ろ
い

を
楽
し
む
読
み
人
の
、
軽
や
か
な
足
取
り
。

（秋）

あ
っ
た
か
歳
時
記

上
　
野
　
　
　
都

　

秋
日
ざ
し

　
　

明
る
き
町
の　

こ
こ
ろ
よ
し

　
　
　

何
れ
の
路
に　

曲
り
て
行
か
む

窪
田
空
穂　
『
卓
上
の
灯
』

　

こ
ん
な
日
は
ど
の
道
を
回
り
道
し
て
み

よ
う
か
Ｉ
曲
が
る
道
の
先
に
出
会
う
も
の

も
、
も
う
一
人
の
自
分
。
そ
の
肯
定
感
が

ま
ぶ
し
い
。

　

も
う
一
首
。
晶
子
の
多
彩
な
心
の
切
り

口
は
、
悲
嘆
も
恋
慕
も
怒
り
も
す
べ
か
ら

く
歌
に
な
る
。

　

こ
す
も
す
よ　

強
く
立
て
よ
と

　
　

云
い
に
行
く

　
　
　

女
の
子
か
な　

秋
雨
の
中

　
　
　

与
謝
野
晶
子　
『
晶
子
新
集
』

　

女
の
子
は
晶
子
の
娘
だ
ろ
う
か
。
コ
ス

モ
ス
は
秋
雨
に
う
た
れ
て
土
に
伏
し
て
し

ま
っ
た
。

　

そ
れ
を
見
た
子
は
花
に
向
か
っ
て
立
ち

あ
が
れ
と
言
う
の
だ
。
濡
れ
た
細
い
茎
に

薄
い
花
び
ら
、
そ
れ
で
も
「
立
て
」
と
。

　

さ
す
が
、
と
私
も
心
を
添
え
る
。
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２
０
２
４
年
度

上
半
期
が
過
ぎ

よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
あ
っ
た
か
サ

ポ
ー
ト
が
実
施
し

て
い
ま
す
高
校
等

へ
の
出
前
授
業
も
、
上
期
は
４
校
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

　

下
期
も
す
で
に
７
校
か
ら
の
申
込
が
来
て
お

り
、最
終
的
に
も
う
少
し
増
え
る
見
込
み
で
す
。

　

例
年
実
施
し
て
い
る
学
校
よ
り
今
年
も
お

願
い
し
ま
す
、
と
の
申
し
込
み
が
あ
り
出
前

授
業
が
一
定
の
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
６
月
19
日
に
実
施
い
た

し
ま
し
た
京
都
府
立
山
城
高
等
学
校
の
出
前

授
業
内
容
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
生
徒
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
感
想
文
の

一
部
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

山
城
高
校
様
か
ら
は
、
２
０
２
２
年
に
初

め
て
出
前
授
業
の
依
頼
を
い
た
だ
き
、
今
年

が
３
回
目
の
申
込
で
し
た
。
申
し
込
み
を
受

け
て
学
校
を
訪
問
し
今
年
は
ど
の
よ
う
な
形

で
の
進
め
方
を
す
る
か
打
ち
合
わ
せ
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
担
当
の
先
生
の
方
か
ら
は
、

昨
年
と
同
じ
生
徒
が
出
演
す
る
寸
劇
ス
タ
イ

ル
で
お
願
い
し
た
い
と
の
依
頼
が
あ
り
、
人

権
教
育
の
一
環
と
い
う
事
で
、
採
用
面
接
の

あ
る
社
員
編
の
寸
劇
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
了
承
を
得
て
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

昨
年
、
先
生
よ
り
出
演
の
生
徒
さ
ん
（
昨

年
は
２
名
）
を
も
う
少
し
多
く
し
て
は
ど
う

か
と
の
お
話
も
あ
り
、
寸
劇
の
出
演
者
を
今

年
は
生
徒
さ
ん
５
名
、
先
生
１
名
、
あ
っ
た

か
サ
ポ
ー
ト
の
メ
ン
バ
ー
２
名
の
計
８
名
で

実
施
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、

　
①
就
職
面
接
と
学
校

　
　

・�

就
職
時
の
会
社
で
の
人
事
部
長
さ
ん

と
の
面
接
と
そ
の
後
の
学
校
で
の
先

生
と
の
会
話

　
②�

入
社
・
労
働
条
件
通
知
書
の
交
付
、

サ
ー
ビ
ス
残
業
と
労
働
相
談

　
　

・�

入
社
し
て
働
く
風
景
と
サ
ー
ビ
ス
残

業
に
疑
問
を
持
っ
て
労
働
相
談
員
へ

の
相
談

　
③
仕
事
中
の
ケ
ガ
（
労
災
）
と
労
働
相
談

　
　

・�

仕
事
中
に
ケ
ガ
を
し
、
会
社
の
対
応
に

疑
問
を
持
っ
て
労
働
相
談
員
へ
の
相
談

　
④
解
雇
と
雇
用
保
険

　
　

・�

会
社
か
ら
の
一
方
的
な
解
雇
通
告

と
、
対
応
に
困
っ
て
労
働
相
談
員
へ

の
相
談

　

①
～
④
の
そ
れ
ぞ
れ
の
シ
ー
ン
終
了
ご
と

に
、
あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト
の
解
説
員
よ
り
今

の
出
来
事
で
の
問
題
点
や
気
を
付
け
る
こ
と

を
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
よ
り
解
説
し
て
進
め

ま
し
た
。

　

結
果
は
、
出
演
者
の
皆
さ
ん
と
は
始
ま
る

前
の
数
分
の
打
ち
合
わ
せ
で
し
た
が
、
シ
ナ

リ
オ
を
事
前
に
送
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

初
め
は
不
安
そ
う
な
生
徒
さ
ん
も
お
ら
れ
ま

し
た
が
、
上
手
く
対
応
し
て
い
た
だ
け
た
と

思
い
ま
す
。

　

授
業
を
受
け
る
側
の
生
徒
さ
ん
も
身
近
な

友
達
が
前
で
演
じ
て
い
る
の
で
、
真
剣
に
聞

い
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。　

　

全
体
で
60
分
の
寸
劇
で
す
が
、
中
間
に
10

分
の
休
憩
を
入
れ
て
、
間
延
び
せ
ず
に
行
え

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。　

　

ワ
ン
シ
ー
ン
が
終
わ
る
ご
と
に
解
説
し
て

い
く
進
め
方
も
、
良
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
出
前
授
業
を
受
講
し
た
生
徒
さ
ん

た
ち
が
、
社
会
に
巣
立
つ
時
に
今
日
の
こ
と

を
少
し
で
も
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

幸
い
と
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

な
お
、
出
前
授
業
は
３
年
生
全
員
で

３
０
０
名
の
生
徒
さ
ん
を
対
象
に
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
こ
に
感
想
を
寄
せ
ら
れ
た
16
名
の
生

徒
さ
ん
の
感
想
文
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

京
都
府
立 

山
城
高
等
学
校

　
　

出
前
授
業
の
報
告
と
生
徒
さ
ん
の
感
想
文

出
前
授
業
の
経
過
と
実
施
の
内
容

社
会
保
険
労
務
士
　
辻
　 
賢 

二

　

当
法
人
が
活
動
の
柱
に
位
置
づ
け
、
大
学
生
、
専
門
学
生
、

高
校
生
を
対
象
に
行
っ
て
い
ま
す
労
働
教
育
で
す
が
、
先
日
、

京
都
府
立
山
城
高
等
学
校
で
、「
働
き
続
け
る
た
め
に
知
っ
て

お
き
た
い
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
出
前
授
業
を
実
施
し
ま
し
た
。 

そ
の
と
き
の
感
想
文
を
生
徒
さ
ん
か
ら
寄
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
、
担
当
教
諭
の
了
解
を
得
ま
し
て
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
ま
た
、
講
演
を
担
当
し
て
頂
き
ま
し
た
講
師
を
代
表
し
て

辻
賢
二
社
会
保
険
労
務
士
か
ら
実
施
の
内
容
に
つ
い
て
報
告
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

  （
な
お
、
生
徒
さ
ん
の
感
想
文
の
見
出
し
は
編
集
部
が
つ
け
ま
し
た
。）

京都府立山城高等学校の皆さんへ

働働きき続続けけるるたためめにに

知知っってておおききたたいいこことと

令和６年６月１９日
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働
く
う
え
で
の
法
律
を
知
り
、
不
利
な

扱
い
を
受
け
な
い
よ
う
に
す
る

　

こ
れ
か
ら
ア
ル
バ
イ
ト
を
始
め
、
就
職
活

動
を
す
る
中
で
、
何
が
自
分
達
の
権
利
な
の

か
を
理
解
し
た
う
え
で
社
会
に
出
な
け
れ

ば
、
人
権
は
守
れ
な
い
し
、
自
分
が
損
す
る

だ
け
だ
と
分
か
っ
た
。
面
接
と
か
は
特
に
知

識
が
無
け
れ
ば
聞
か
れ
た
質
問
に
は
素
直
に

答
え
て
し
ま
う
だ
ろ
う
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て

自
分
が
不
利
な
扱
い
を
受
け
て
し
ま
う
の
は

不
憫
過
ぎ
る
と
思
う
。
法
律
等
で
保
護
さ
れ

て
い
る
権
利
を
知
ら
な
い
ま
ま
で
は
な
く
最

大
限
に
利
用
す
る
と
共
に
、
い
ざ
自
分
が
労

働
者
を
相
手
に
す
る
時
は
不
当
な
扱
い
を
し

な
い
よ
う
に
し
て
い
く
。
働
く
中
で
お
か
し

い
と
思
っ
た
こ
と
を
誰
に
も
訴
え
る
こ
と
な

く
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
て
働
き
続
け
る
こ
と

は
、
精
神
的
に
も
や
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
ら
自

分
の
心
身
の
健
康
の
た
め
に
も
労
働
者
自
身

の
防
衛
と
い
う
か
、
守
る
行
動
を
積
極
的
に

行
え
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

寸
劇
で
理
解
が
深
ま
っ
た

　

ず
っ
と
話
を
た
だ
聞
い
て
い
る
だ
け
で
な

く
、
寸
劇
を
基
に
し
て
話
を
進
め
て
い
た
の

が
と
て
も
頭
に
は
い
り
や
す
か
っ
た
で
す
。 

ま
だ
ま
だ
私
に
と
っ
て
は
先
の
こ
と
で
す

が
、
寸
劇
だ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
少
し
身

近
な
も
の
に
感
じ
ま
し
た
。
強
引
な
店
長
な

ど
実
際
に
も
い
る
と
思
う
の
で
気
を
つ
け
な

い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

面
接
に
つ
い
て
、
何
か
関
係
な
い
話
を
質

問
さ
れ
た
と
き
、今
の
私
な
ら
何
も
言
え
ず
、

そ
の
質
問
に
対
す
る
答
え
の
み
言
っ
て
し
ま

う
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
面
接
の
練
習
な

ど
を
し
て
い
く
上
で
関
係
あ
る
、
な
い
の
区

別
を
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
だ

ま
だ
働
く
こ
と
に
対
し
て
は
興
味
は
な
か
っ

た
し
、
私
と
は
関
係
な
い
や
ろ
う
─
と
思
っ

て
い
た
の
で
す
が
、 

何
が
起
こ
る
か
分
か
ら

な
い
の
で
、
今
の
う
ち
か
ら
学
ん
で
お
く
必

要
が
あ
る
な
と
思
い
ま
し
た
。

学
校
で
も
労
働
に
関
す
る
有
益
な
情
報

の
提
供
を

　

日
本
人
の
ま
じ
め
な
気
風
が
、
ブ
ラ
ッ
ク

労
働
を
見
抜
け
ず
む
し
ろ
企
業
に
行
使
さ
れ

て
し
ま
う
原
因
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。
ま
た
、
今
回
の
講
義
で
、
自
分

が
労
働
に
対
し
て
全
く
知
識
を
持
っ
て
い

な
い
こ
と
に
も
気
づ
い
た
。
高
校
生
か
ら
バ

イ
ト
で
き

る
の
に
学

校
で
は
あ

ま
り
積
極

的
に
労
働

基
準
法
や

労
災
保
険

に
つ
い
て

学
べ
る
機

会
が
少
な

い
の
で
、

も
っ
と
早
い
段
階
か
ら
こ
う
し
た
労
働
に
関

す
る
有
益
な
情
報
を
学
べ
る
場
が
あ
れ
ば
、

ブ
ラ
ッ
ク
労
働
も
対
策
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。
よ
り
よ
い
労
働
環
境
の
た
め
に
労
働
者

が
企
業
に
は
た
ら
き
か
け
る
こ
と
も
、ブ
ラ
ッ

ク
労
働
を
防
ぐ
た
め
に
大
切
だ
と
考
え
た
。

働
く
人
の
権
利
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
は  

大
切
な
こ
と

　
「
社
労
士
」
と
い
う
言
葉
は
知
っ
て
い
ま

し
た
。
で
も
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
か

ま
で
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
高
三
に
な
っ

て
、
こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
責
任
を
負
っ

て
い
く
こ
と
が
あ
る
と
思
う
け
ど
、
働
く

人
の
権
利
に
つ
い
て
学
ぶ
の
は
本
当
に
大
切

だ
と
思
っ
た
し
、
今
も
声
を
上
げ
ら
れ
て
い

な
く
て
困
っ
て
い
る
人
が
い
る
な
ら
ば
相
談

に
行
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
ド
ラ
マ 

「
花
さ
き
舞
が
黙
っ
て
い
な
い
」  

の
銀
行
を

題
材
に
し
た
中
で
も
残
業
代
が
支
払
わ
れ
て

い
な
い
。
能
力
が
な
い
か
ら
だ
と
い
っ
た
発

言
が
あ
っ
た
け
ど
、
一
人
一
人
を
雇
う
側
は

守
る
必
要
が
あ
り
、
働
く
人
は
努
力
す
る
必

要
が
あ
る
と
分
か
り
ま
し
た
。

労
働
者
を
ま
も
っ
て
く
れ
る
法
律
が

あ
っ
て
安
心
し
た

　

今
ま
で
、
面
接
は
基
本
的
に
何
で
も
答
え

な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た

し
、
女
性
が
結
婚
や
出
産
の
こ
と
を
聞
か
れ

て
も
し
か
た
な
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
た
け

ど
、
そ
れ
も
ダ
メ
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
初

め
て
知
っ

た
。ま
た
、

労
働
条
件

通
知
書
と

い
う
存
在

を
知
っ

て
、
こ
れ

か
ら
自
分

が
大
学
生

に
な
っ
て

ア
ル
バ
イ

ト
す
る
と

き
な
ど
に
、
ち
ゃ
ん
と
目
を
通
す
よ
う
に
し

よ
う
と
思
っ
た
。
そ
し
て
、
労
働
者
は
や
っ

ぱ
り
立
場
的
に
弱
く
な
っ
て
し
ま
う
の
か
な

と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
案
外
労
働
者
を
守
っ

て
く
れ
る
法
律
が
あ
っ
て
安
心
し
た
し
、 

知
っ
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
た
。

今
後
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
無
料
で
相

談
で
き
る
所
も
あ
る
し
、
気
軽
に
相
談
し
て

み
よ
う
と
思
う
。
労
働
に
関
し
て
ま
だ
ま
だ

知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
だ
と
感
じ
た
。

働
く
者
が
自
分
の
知
識
で
自
分
を
守
る

こ
と
が
出
来
る
こ
と
を
知
る

　

ど
う
し
て
も
ま
だ
ま
だ
自
分
に
と
っ
て
遠

い
未
来
の
話
だ
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
労

働
者
と
し
て
雇
わ
れ
て
る
側
の
人
間
と
し
て

自
分
の
知
識
で
自
分
を
守
る
こ
と
が
で
き
る

ん
だ
と
強
く
思
い
ま
し
た
。
会
社
側
の
責
任

と
は
い
え
、本
人
が
気
づ
か
な
い
で
い
れ
ば
、

た
と
え
保
障
さ
れ
る
べ
き
部
分
に
つ
い
て
も

★労働時間、休憩、休日、割増賃金、有給休暇など
労働条件の最低基準を定めた法律

使用者が労働者を

採用するときは、

賃金、労働時間その他

の労働条件を書面で通知

労働条件通知書

労働時間は・・・休日は・・・
賃金は・・・・

9

労働者を保護する法律 労働基準法

10

★労働契約の内容を確認するために、使用者側から
労働者に交付すべきもの

※労使が互いに署名する「雇用契約書」でも可

求求人人票票のの内内容容ががそそののまままま
労労働働契契約約のの内内容容ととはは限限りりまませせんん。。

労働契約の締結の時に
労働条件通知書や雇用契約書の
内容を改めて確認しよう

労労働働条条件件通通知知書書はは捨捨ててずずにに
保保存存ししてておおききままししょょうう

注目！

労働条件通知書
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十
分
な
補
償
を
得
ら
れ
な
い
し
、
働
く
上
で

必
要
以
上
に
し
ん
ど
い
思
い
を
し
た
く
な
い

の
で
、
働
く
前
か
ら
調
べ
て
お
く
こ
と
が
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。
社
会
に
出
た
ら
社
会
を

支
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
自
分
の
体
を
大

事
に
、
そ
し
て
将
来
私
が
働
く
時
に
変
に
ス

ト
レ
ス
を
た
め
こ
み
す
ぎ
な
い
よ
う
、
今
日

の
授
業
内
容
を
振
り
返
り
、
現
状
を
し
っ
か

り
見
つ
め
通
せ
る
人
で
あ
り
た
い
と
お
も
い

ま
す
。

「
そ
う
だ
労
働
相
談
所
に
行
こ
う
」
の

フ
レ
ー
ズ
が
耳
に
残
り
、
お
守
り
と

し
て
記
憶
に
残
し
て
お
こ
う
と
思
っ
た

　

た
と
え
、
法
律
で
守
ら
れ
て
い
た
と
し
て

も
、
そ
れ
を
知
ら
な
い
で
い
る
と
自
分
の
身

を
守
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
改
め
て
実

感
し
た
。 

「
そ
う
だ
労
働
相
談
に
行
こ
う
」

と
繰
り
返
し
使
わ
れ
る
フ
レ
ー
ズ
が
耳
に
残

り
、
将
来
私
が
同
じ
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
と
き
の
お
守
り
と
し
て
記
憶
に
残

し
て
お
こ
う
と
思
う
。
そ
も
そ
も
、
そ
ん
な

状
況
に
な
ら
な
い
こ
と
が
望
ま
し
い
。
今
日

の
講
義
は
ほ
ん
の
一
部
だ
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ

て
い
た
よ
う
に
、
私
の
知
ら
な
い
対
策
を
今

の
う
ち
に
身
に
つ
け
、
大
人
に
な
っ
た
自
分

が
困
ら
な
い
よ
う
に
心
が
け
て
い
き
た
い
と

思
い
直
せ
る
２
時
間
で
あ
っ
た
。

　

寸
劇
に
お
い
て
西
く
ん
の
演
技
に
は
生

徒
を
惹
き
つ
け
る
も
の
が
あ
り
、
楽
し
む

こ
と
が
で
き
た
。
印
象
深
い
素
晴
ら
し
い

役
だ
っ
た
。

労
働
に
対
し
て
興
味
を
持
ち
、
詳
し
く

知
る
こ
と
が
労
働
ト
ラ
ブ
ル
を
な
く
す

　

寸
劇
を
見
て
、
失
敗
の
全
て
の
原
因
は
本

人
達
の
無
知
さ
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と

思
い
ま
し
た
。“
こ
う
い
う
場
合
は
～
が
正

当
だ
か
ら
─
と
言
う
”
な
ど
、
知
っ
て
い
れ

ば
回
避
で
き
た
よ
う
な
出
来
事
ば
か
り
で
あ

る
こ
と
に
気
づ
き
、
私
達
が
労
働
に
対
し
て

興
味
を
示
し
、
く
わ
し
く
知
ろ
う
と
す
る

こ
と
が 

労
働
ト
ラ
ブ
ル
を
減
ら
す
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
私
達
も
、
も
う
少

し
で
大
学
生
で
、
た
く
さ
ん
働
く
よ
う
に
な

る
と
思
う
の
で
今
回
の
講
演
は
と
て
も
た
め

に
な
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
ま
た
、
労
働

時
間
に
伴
っ
て
休
憩
時
間
も
変
化
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
６
時
間
超
が

45
分
以
上
な
ら
、
わ
ざ
と
６
時
間
ギ
リ
ギ

リ
に
し

て
、
と

か
悪
い

こ
と
を

考
え
る

人
が
い

る
の
か

な
？
と

心
配
に

な
り
ま

し
た
。

通
勤
中
も
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ

た
の
で
利
用
し
た
い

　

労
働
者
は
働
い
て
い
る
時
以
外
の
通
勤
中

ま
で
守
ら
れ
て
い
る
と
知
っ
た
。
よ
り
道
し

な
い
限
り
、
け
が
を
し
た
ら
保
険
が
お
り
る

の
で
、
そ
の
場
合
は
利
用
し
た
い
。
で
も
、
よ

り
道
し
て
い
な
い
か
、
本
当
に
仕
事
帰
り
か

な
ど
は
誰
が
判
断
す
る
の
か
は
疑
問
で
あ
る
。

と
り
あ
え
ず
何
ら
か
の
証
拠
を
残
し
、
す
ぐ

に
申
し
出
る
こ
と
を
意
識
し
た
い
な
と
思
う
。

　

結
局
、
色
々
な
話
を
聞
い
て
き
た
け
ど
、

会
社
と
労
働
者
は
平
等
な
関
係
で
あ
る
と
、

改
め
て
気
づ
い
た
。
企
業
は
労
働
者
の
た
め

に
、
差
別
的
な
質
問
を
な
く
し
、
安
全
さ
や
、

幸
福
を
高
め
あ
げ
る
必
要
が
あ
る
し
、
労
働

者
は
企
業
の
た
め
に
、
利
潤
拡
大
な
ど
自
分

の
出
来
る
こ
と
を
せ
い
い
っ
ぱ
い
す
る
こ
と

が
本
当
に
大
切
だ
と
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
た
。

ル
ー
ル
の
確
認
の
必
要
性
を
感
じ
た

　

ど
の
話
に
つ
い
て
も
自
分
か
ら
指
摘
し
た

り
、
相
談
し
な
い
限
り
、
ス
ル
ー
さ
れ
て
し

ま
う
の
で
、
よ
く
ル
ー
ル
を
確
認
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
と
思
っ
た
。
ま
た
、
会
社
か
ら

も
ら
う
書
類
に
は
目
を
通
し
て
お
か
な
い
と

後
々
苦
労
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
ん
だ
と
思
い

ま
し
た
。
今
回
の
講
演
会
で
そ
の
こ
と
を

し
っ
か
り
と
頭
に
入
れ
る
こ
と
が
出
来
た
の

で
、
非
常
に
た
め
に
な
る
話
で
良
か
っ
た
な

と
思
い
ま
し
た
。
た
だ
、
求
人
広
告
と
実
際

の
条
件
が
異
な
る
場
合
、
ど
こ
で
リ
ア
ル
の

方
を
先
に
見
抜
け
ば
良
い
の
か
は
よ
く
分
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

大
人
た
ち
は
正
直
働
き
過
ぎ
で
あ
る

働
き
や
す
い
社
会
に
な
れ
ば
い
い
と
思
う

　

自
分
は
ま
だ
働
い
た
こ
と
は
な
い
け
ど
、

大
学
生
に
な
っ
た
ら
バ
イ
ト
し
て
お
金
を

い
っ
ぱ
い
か
せ
ぎ
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、

も
し
、
何
か
あ
っ
た
と
き
に
、
自
分
を
守
っ

て
く
れ
る
法
律
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
、

今
日
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
い
と
思
っ
た
。

　

日
本
は
働
き
方
改
革
と
か
取
り
組
ん
で
い

る
け
ど
、
正
直
大
人
の
人
た
ち
は
働
き
過
ぎ

だ
と
思
う
し
、
大
変
そ
う
だ
と
思
っ
て
い

る
。
も
っ
と
働
き
や
す
い
社
会
に
な
れ
ば
い

い
と
思
う
し
、
労
働
基
準
法
と
か
、
皆
ん
な

も
っ
と
利
用
す
べ
き
だ
と
お
も
っ
た
。
自
分

が
働
き
た
い
と
き
に
、
し
っ
か
り
法
の
知
識

休憩

６時間を超えて働く場合は、途中で休憩を与えな
ければならない。

６時間超→４５分以上

８時間超→６０分以上

16

労働者を保護する法律 労働基準法

休憩

６時間を超えて働く場合は、途中で休憩を与えな
ければならない。

６時間超→４５分以上

８時間超→６０分以上

16

労働者を保護する法律 労働基準法

通勤の途中：通勤災害

労働者災害補償保険（労災保険）
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を
つ
け
て
、
そ
れ
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
し
、
そ
れ
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い

と
思
っ
た
。

労
働
基
準
法
の
知
識
の
必
要
性
を
感
じ
、

必
要
の
な
い
情
報
は
答
え
な
く
て
も
良

い
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た

　

労
働
者
は
守
ら
れ
て
い
る
っ
て
分
か
っ
た

け
ど
、
実
際
に
守
ら
れ
て
い
な
い
場
面
に
遭

遇
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
と
き
の
た
め

に
労
働
基
準
法
の
こ
と
と
か
し
っ
か
り
知
識

を
つ
け
て
お
く
べ
き
だ
と
思
っ
た
。

　

就
職
面
接
の
と
き
の
尊
敬
し
て
る
人
は
と

聞
か
れ
て
も
、
そ
れ
は
就
職
す
る
た
め
に
必

要
の
な
い
情
報
だ
か
ら
答
え
な
く
て
良
い
と

か
、
初
め
て
知
っ
た
。
今
回
知
る
機
会
が
な

か
っ
た
ら
絶
対
答
え
た
な
っ
て
思
い
ま
し
た
。

　

労
働
災
害
の
こ
と
と
か
、
保
健
で
勉
強
し
た

こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
知
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い

た
け
ど
、
健

康
保
健
証
は

出
さ
な
い
と

か
、
そ
の
間

は
ク
ビ
に
出

来
な
い
と
か

初
め
て
知
っ

た
こ
と
も
多

く
て
、
も
っ

と
理
解
し
な

い
と
い
け
な

い
と
思
っ
た
。

法
律
の
内
容
を
理
解
し
、
正
し
く
使
え

る
よ
う
に
す
る
の
が
大
事
だ
と
思
い
ま

し
た

　

日
本
は
す
ご
い
。
労
働
者
に
向
け
た
法
律

な
ど
の
き
ま
り
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
な
と

思
い
ま
し
た
。
で
も
、
し
っ
か
り
し
て
い
る

だ
け
で
は
よ
く
な
く
て
、
そ
の
内
容
を
労
働

者
が
理
解
し
て
、
必
要
な
時
に
、
正
し
く
使

え
る
よ
う
に
し
て
お
く
と
い
う
こ
と
が
、も
っ

と
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

な
の
で
、
私
は
、
せ
っ
か
く
あ
る
法
律
や
決

ま
り
な
ど
を
、
働
く
前
に
確
認
し
て
、
細
か
い

文
字
を
読
む
の
は
、
気
が
引
け
る
け
ど
、
困
っ

た
と
き
に
自
分
の
助
け
に
な
る
と
思
っ
て
読
も

う
と
思
い
ま
す
。

労
働
者
を
守
る
制
度
や
保
険
を
知
り
、

相
談
所
も
活
用
し
た
い

　

ま
だ
、
働
く
こ
と
が
な
い
私
達
は
、
労
働

者
に
お
け
る
制
度
や
保
険
を
全
く
知
ら
な

い
。
だ
け
ど
知
ら
な
い
ま
ま
働
き
出
す
と
、

大
変
な
こ

と
に
な
る

か
も
し
れ

な
い
か
ら
、

日
頃
か
ら

ニ
ュ
ー
ス

な
ど
を
見

て
お
き
た

い
と
思
っ

た
。

　

ま
た
、
労
働
者
の
た
め
の
相
談
所
も
あ
る

こ
と
を
知
っ
た
か
ら
、
自
分
が
働
き
手
に

な
っ
て
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
に
頼
り

た
い
と
思
っ
た
。

　

バ
イ
ト
な
ど
面
接
の
こ
と
で
、
以
前
ま
で

は
、
親
や
家
族
の
こ
と
を
書
く
の
を
面
接
書

の
欄
に
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
を
思
い
出
し
、

良
く
変
わ
っ
た
け
ど
、
ま
だ
、
聞
く
人
が
い

る
こ
と
知
っ
た
か
ら
気
を
つ
け
た
い
と
思
う
。

求
人
の
内
容
は
働
く
前
に
し
っ
か
り
調

べ
、
相
談
出
来
る
場
所
が
あ
る
こ
と
は

良
い
こ
と 

だ
と
思
っ
た

　

ま
ず
、
就
職
の
面
接
と
か
は
、
緊
張
し
て

い
る
と
聞
か
れ
た
ら
な
ん
で
も
答
え
て
し
ま

い
そ
う
だ
か
ら
気
を
つ
け
よ
う
と
思
っ
た
。

相
手
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
つ
も
り
で

質
問
す
る
と
言
う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
か
ら

そ
こ
は
難
し
い
点
だ
な
と
思
う
。

　

ま
た
、
求
人
内
容
と
実
際
の
内
容
に
差
が

あ
る
こ
と
が
あ
る
と
言
う
こ
と
も
学
ん
だ
。

ネ
ッ
ト
で
み
て
み
る
と
少
し
の
文
の
差
で
内

容
が
大
き
く
か
わ
る
と
い
う
の
を
見
た
こ
と

が
あ
る
（
カ
ッ
コ
の
有
無
な
ど
）
働
い
て
か

ら
気
付
い
て
も
困
る
と
思
う
の
で
働
く
前
に

し
っ
か
り
調
べ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
た
。

　

労
災
に
つ
い
て
も
健
康
保
険
証
が
い
ら
な

い
と
い
う
こ
と
は
初
め
て
知
っ
た
。

　

た
だ
、
今
日
学
ん
だ
だ
け
で
も
、
自
分
で

調
べ
た
ら
す
ご
く
時
間
が
か
か
り
そ
う
だ

し
、
法
律
の
文
と
か
難
し
く
て
よ
く
分
か
ら

な
い
こ
と
も
あ
る
と
思
う
。
な
ど
で
、
相
談

が
で
き
る
場
所
が
あ
る
と
い
う
の
は
良
い
な

と
思
っ
た
。

自
己
都
合
で
辞
め
た
と
き
に
給
付
が 

あ
る
こ
と
に
驚
い
た
。
将
来
自
分
が
不

利
益
を
被
ら
な
い
よ
う
今
日
学
ん
だ
こ

と
を
活
か
し
た
い

　

失
業
給
付
は
自
分
か
ら
辞
め
る
場
合
で

も
、
条
件
を
満
た
せ
ば
受
け
取
り
こ
と
が
で

き
る
の
だ
と
知
っ
て
驚
い
た
。
離
職
理
由
に

よ
っ
て
も
ら
え
る
日
数
や
も
ら
い
始
め
る
時

期
が
違
う
と
あ
っ
た
が
、
具
体
的
に
ど
の
様

な
違
い
が
あ
る
の
か
、
具
体
例
を
調
べ
て
み

た
い
と
思
っ
た
。

　

劇
を
見
て
い
る
と
、
不
当
な
扱
い
を
受
け

た
と
き
に
自
分
が
気
付
く
こ
と
が
重
要
な
の

だ
と
感
じ
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
法
律
に
関

す
る
正
し
い
知
識
が
必
要
な
の
で
、
自
分
の

権
利
は
自
分
で
守
ら
な
い
と
い
け
な
い
の
だ

と
分
か
っ
た
。

　

将
来
の

自
分
が
不

利
益
を
被

ら
な
い
よ

う
に
、
今

日
学
ん
だ

こ
と
を
活

か
し
た
い

と
思
う
。

ご両親はどんな

仕事を

されていますか

おうちでは
何新聞を
取っていますか

面 接あなたのおうちは
○○駅の西側ですか

あなたの
尊敬する
人は誰ですか

業業務務がが原原因因ののケケガガやや病病気気（（業業務務災災害害））
で休んでいる期間とその後３０日間、

産産前前産産後後のの休休業業期期間間とその後３０日間は
解雇してはいけません。

復復
職職

その後
30日間療養のため仕事を休む期間

お医者さんから
仕事を休むように
言われました

労働者を保護する法律 労働基準法

雇用保険

（（アア））自自分分かからら辞辞めめるる場場合合はは１１２２かか月月以以上上雇用保険に
加入していないと、失業給付は受けられません。

（（イイ））倒倒産産やや解解雇雇ななどど会会社社のの都都合合によって退職した場
合には、６６かか月月以以上上必要。

もう、会社辞めたい

なあ・・・失失業業給給付付はは、、離離職職（（辞辞めめたた））理理由由にに
よよっってて、、ももららええるる日日数数ややももららいい始始めめるる
時時期期がが違違いいまますす。。

≪失業給付≫
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認定特定非営利活動法人　あったかサポート事務局 半
はん

田
だ

敏
としてる

照
（当法人・副理事長兼事務局長）

■ご相談とお問合せ

TEL 075-632-8962　FAX 075-632-8963

●お問合せ時間　月・水・金／10：00～16：00
●ご相談　土・日・祝日に関わらず、別途設定します。

HP http://www.attaka-support.org/
E-mail attaka-support@r6.dion.ne.jp

年会費納入と寄付金のお願い
私たちは、労働と社会保障の課題解決を軸に、共生の思想のもと、共助の視点に立って「あったか社会」の創造を目指します。
当法人の活動にご理解を賜り、本年度も引き続き年会費納入と寄付金をお願いいたします。会員の種類と会費は以下の通りです。

　①　正会員は、　 年間１口  5, 000 円です。個人会員で総会の議決権を有します。
　②　賛助会員は、年間１口  3, 000 円です。個人及び団体会員で議決権はありません。
　③　協力会員は、年間１口 10, 000 円です。専門的立場から協力する個人及び団体会員で議決権はありません。

＊なお、寄付金については金額の定めはありません。
＊当法人への寄付金、賛助会員会費、協力会員会費は寄付金控除に利用できます。

郵便振替口座　００９００－２－２６４２４４　振込先→認定特定非営利活動法人 あったかサポート
　

今
回
は
、
当
法
人
20
周
年
の
予
告
を
掲
載
し
ま
す
。

　

─
─
─
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─
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─
─
─
─
─
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─
─
─
─
─
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法
人
創
立
20
周
年
記
念
講
演
会
の
お
知
ら
せ

　

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

先
月
号
の
編
集
後
記
に
も
書
き
ま
し
た
が
、
当
法
人
は
、
２
０
２
５

年
に
創
立
20
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

第
20
回
記
念
総
会
と
記
念
講
演
は
、
２
０
２
５
年
５
月
31
日
（
土
）

13
：
30
～
京
都
テ
ル
サ
東
館
２
階
第
２
・
３
セ
ミ
ナ
ー
室
で
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

記
念
講
演
は
、
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
労
働
政
策
研
究
所
長
の

濱
口
桂
一
郎
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
テ
ー
マ
は
「
な
ぜ
日
本
の

賃
金
は
上
が
ら
な
い
の
か

｜

賃
金
の
決
め
方
・
上
げ
方
・
支
え
方
の 

歴
史
か
ら
探
る

｜
」（
仮
題
）
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
通
り
、
濱
口
さ
ん
は
日
本
型
雇
用
シ
ス
テ
ム
の

問
題
点
を
中
心
に
労
働
問
題
に
つ
い
て
広
く
論
じ
て
い
ま
す
。

　

著
書
は
出
版
順
に
主
な
も
の
を
あ
げ
ま
す
と
、「
新
し
い
労
働
社
会

｜

雇
用
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
へ
」（
岩
波
新
書
）「
日
本
の
雇
用
と
労
働
法
」

（
日
経
文
庫
）「
若
者
と
労
働

｜「
入
社
」の
仕
組
み
か
ら
解
き
ほ
ぐ
す
」（
中

公
新
書
ラ
ク
レ
）「
日
本
の
雇
用
と
中
高
年
」（
ち
く
ま
新
書
）「
ジ
ョ
ブ

型
雇
用
社
会
と
は
何
か

｜

正
社
員
体
制
の
矛
盾
と
転
機
」（
岩
波
新
書
）

「
家
政
婦
の
歴
史
」（
文
春
新
書
）
そ
し
て
、こ
の
７
月
に
出
版
さ
れ
た「
賃

金
と
は
何
か

｜

職
務
給
の
蹉
跌
と
所
属
給
の
呪
縛
」（
朝
日
新
書
）
で

す
。

　

本
の
帯
に
は
禅
問
答
の
よ
う
な
「
上
げ
な
く
て
も
上
が
る
か
ら
、 

上
げ
な
い
の
で
上
が
ら
な
い
、
日
本
の
賃
金

｜

そ
の
仕
組
み
と
は
」 

と
な
っ
て
お
り
、
是
非
一
読
を
！

�
 （

半
田
敏
照
）

集

編

後

記

本誌責任編集　半田敏照

九条通 九条駅

京都市
交通局
九条営業所

京都
テルサ

Joshin京都市立
凌風小中学校

通
丸
烏

線
丸
烏
鉄
下
地

駅
都
京
至
↑

認定NPO法人　

N

あったかサポート
事務所

●
Ｊ
Ｒ
京
都
駅
か
ら
徒
歩
７
分

●
地
下
鉄
九
条
駅
か
ら
徒
歩
２
分 （アサダ観光ビル 2 階 B 号室）

濱口桂一郎 著
朝日新書

上
げ
な
く
て
も
上
が
る
か
ら

上
げ
な
い
の
で
上
が
ら
な
い

日
本
の
賃
金

｜
｜

そ
の
仕
組
み
と
は

　�

日
本
の
賃
金
制
度
は
、
ど
の
よ
う
に
確
立
さ
れ
て
き
た
の
か
。

　�

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
や
定
期
昇
給
と
は
何
か
？  

　
そ
も
そ
も
賃
上
げ
な
の
か
？

　�

今
日
の
大
き
な
政
策
課
題
と
な
っ
て
い
る
「
賃
金
」
に
つ
い
て
、

　�「
決
め
方
」「
上
げ
方
」「
支
え
方
」
の
側
面
か
ら
徹
底
検
証
。

　
今
後
の
在
り
方
を
議
論
す
る
た
め
の
、

　
基
礎
知
識
を
詰
め
込
ん
だ
必
携
の
書
。


